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『すくすく のびのび』 

  みとめ合い まなび合い たかめ合い きたえ合う 祝梅っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子様のご家庭での様子は？ 

                                                           校長 吉 田 篤 弘 

 

千歳市においても雪が降り、本格的な冬の到来を思わせる季節となりました。子どもたちは寒さに負

けず、意欲的に学校生活を送っています。 

子どもたちが、健やかに成長していくためには、適切な運動、調和のとれた食事、十分な休養・睡眠

が大切です。子どもがこうした生活習慣を身に付けていくためには、ご家庭の果たすべき役割は大きい

ところです。最近の子どもたちは、「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という成長期の子どもに

とって当たり前で必要不可欠な基本的生活習慣が大きく乱れているといわれています。基本的生活習慣

の乱れが、学習意欲や体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。 

 下記のグラフは、１１月に実施した児童アンケートの結果です。 

□朝ご飯を食べていますか。           □何時に寝ていますか。 

 

 

 

 

 

 

毎日朝食を摂取しない子どもが増え、就寝時刻が遅くなっている傾向があります。この傾向は学年に

関係なく、低学年でも夜遅くまで起きている子がいるようです。 

文部科学省の調査で以下のようなことがわかりました。 

・学校から帰宅後に３０分以上の仮眠をとることがある子どもほど、午前中に調子が悪いことがあると回

答する割合が高い。 

・朝食時に家の人との会話が多い子どもほど、自分のことが好きと回答する割合が高い。 

・スマートフォンとの接触時間が長い子どもほど、就寝時刻が遅い。 

・寝る直前まで各種の情報機器（テレビ、ゲーム、携帯・スマホ、パソコン等）に接触することがよくあ

る子どもほど、朝、ふとんから出るのがつらいと感じることがあると回答する割合が高い。 

・就寝時刻が遅い子どもほど、自分のことが好きと回答する割合が低く、なんでもないのにイライラする

ことがあると回答する割合が高い。 

 

日が短くなり、お子様がご家庭で過ごす時間が長くなりました。ゲームやスマホの使用、就寝時刻等、

ご家庭でのルールを再確認してはいかがでしょうか。 
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みんなで高める やる気と自信 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サケは川で産まれ、稚魚へ成長すると海に出ます。世界の海を回遊し約４年後、産卵のため産まれ

た川へと戻り（母川回帰の習性）、産卵を終えたサケはその一生を終えるといいます。 

平成 28年 3月に当時 2年生だった本校児童が放流したサケがこの秋、千歳に戻っています。帰って

きたサケの生きてきた過程に思いをはせ、命を見つめながら、食材として利用していくことを学校教

育の中で学ぶ本校独自の授業「サケトバづくり」を先日 6 年生で実施しました。サケのふるさと千歳

水族館・菊池館長にレクチャーを受け、命と向き合った 6年生。『千歳市で「サケトバづくり」に挑戦

している学校は祝梅小だけ。深い学びができていますね』と館長様からお言葉をいただきました。 

6年児童がたどってきたこの 4年間の歴史や成長も感じられた、貴重な時間となりました。 

 

 「積み上げて学ぶ」「計画をもとに学習する」「小中連携のひとつに」「学習習慣のきっかけに」

とのねらいをもって、5・6 年生で実施した「第 1 回定期テスト」が終了しました。 

青葉中佐々木教頭先生から、テストに取り組むための心のつくり方を伝えていただいてスター

トした今回の取り組み。どのような問題が出題されるか見通しのもてなかった中での計画作りや

毎日の学習の積み重ねでしたが、しっかり書かれた計画表、深い学びが伝わる自学ノートなど、

たくさんの成果が伝わってきました。青葉中の定期テストと日程を重ね、校区全体でも学習への

思いを熱くもつことにつながりました。次回は 2月 12 日（水）国語・13 日（木）算数、二日

日程で実施予定です。学習の大切さを学校と家庭とで、これからも伝えていきましょう。 
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 今年度、学校全体で取り組んでいる

国語の授業づくり。1 年間を通してス

タッフは、「学びの過程を事前に提示

し、見通しをもった学習にする」こと、

「言語活動の中で国語の力をつける」

ことなどに取り組んでいます。読解力

や発信力、自発性・主体性・協働力を

高めていくために、今後もスタッフみ

んなで「わかる・楽しい授業づくり」

に取り組んでいきます。 

 

先日は 5 年 1 組で「ま

んがの方法」を教材に「自

分の意見をしっかり書

く」授業を、齋藤朝美先

生が実践しました。 

 

 読書月間だった 11 月。「読書スタンプラリー」「朝の祝梅タイムで読書」

など、さまざまなキャンペーンを実施しました。取り組みのフィナーレには、

「祝梅小の先生が選んだ 100 冊」が図書の森に掲示されました。祝梅小スタ

ッフおすすめの本がずらりと紹介されています。保護者の方もぜひ図書の森

で「祝梅小の 100 冊」をご覧ください。親子で 100 冊読破、数年間で 100

冊読破など、目標をもって図書の森に立ち寄るのはいかがでしょうか。 
 

 

11 月 15 日（金） 日の出小学校にて 小中連携研修会 

 11 月 18 日（月） 日の出小学校にて PTA 研修会「体幹トレ」 

 11 月 19 日（火）～20（水）青葉中 2 年生 職場体験学習で来校 

11 月 5 日（火）青葉中音楽教諭来校 

「千歳市音楽発表会」に向けた 合唱指導 

 

 

 
 

 

 

4 階高学年フロアに青葉中はり

絵 3作品を掲示しています。数

年後に思いをはせる児童です。 
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 日 曜 行          事 

１ 日  

２ 月 
個人懇談③  ５時間授業   

P)ふれあい指導  心の教育相談 

３ 火 個人懇談④  ５時間授業  昼清掃 

４ 水 個人懇談⑤  

５ 木 口座再振替日   心の教育相談 

６ 金 ALT  西大寺訪問児童保護者説明会 

７ 土 
土曜授業日④  ３時間授業   
薬物乱用防止教室（6 年） 

８ 日  

９ 月  

10 火 交流学習（あさがお・6 年）   心の教育相談 

11 水 フッ化物洗口   

12 木 図書の森閉館   心の教育相談 

13 金 ALT  スクールカウンセラー（午前） 

14 土  

15 日  

16 月 委員会④ 

17 火 心の教育相談 

18 水 フッ化物洗口 

19 木 心の教育相談 

20 金 冬休み図書貸出（高）  ALT 

21 土  

22 日  

23 月 冬休み図書貸出（低）  口座振替日 

24 火 心の教育相談 

25 水 フッ化物洗口  職員会議 

26 木 
5 時間授業  全校集会（TV）  学級文庫回収 

心の教育相談 

27 金 冬季休業開始 

28 土  

29 日 学校閉庁日 

30 月 学校閉庁日 

31 火 学校閉庁日 

 

 

11 月の終わり。職員室から… 

「初めのグラタンです。中国でそうな食べ物ありませんですがず

うと好奇でした。すごくおいしいです。ありがとうございます」（原

文ママ）。 たどたどしく、正しい日本語ではないのですが、一生懸

命に思いを伝えようとする書き手の気持ちがよく伝わってきます。 

/ このお話は、ある飲食店に勤める従業員さんがツイートしたこと

から広まったものです。中国の若い女性の方が飲食し、会計後退店。

従業員さんがテーブルを片付けに行くと、こんな手紙が置かれてい

たのだそうです。/ 祝梅小では「言葉を操る力」を高めたいと職員

がひとつになって、日本語力の向上・文字に親しむ環境づくり・学

習習慣のさらなる定着、わかる楽しい授業づくりに取り組んでいま

す。言葉を操るには、文字に触れる機会を増やしたり語彙を増やす

ために辞書を引いたりと、「聞く」「話す」だけではない「書く」「読

む」活動を意図的に積み上げることが大事です。/ ただ、前述した

通りのたどたどしい日本語でも思いが伝わることがあります。そこ

には、誰かに思いを伝えたいという「熱量」があるのだと感じます。

「今感じているこの思いを他者に伝えたい」という瞬間に、児童は

これから何度も出会います。熱い思いをもてること、言葉を操る力

があること、この二つがタイヤの両輪となって、生きる力を育むの

だと思います。 / 先述した飲食店員さんは最後にこう話します。

「言葉って素晴らしい」。 / 他者と思いを伝え合う「言葉」と「心」

を、これからも大切にしていくよう伝え続けます。 

 

大きな行事学芸発表会が終わり、児童は授業や学級活

動などにじっくり向き合い、春からこれまでの自身の歩

みや成長を感じている様子です。 

じっくりステージ最終章の 12 月、健康に気をつけ、

残りの登校 20 回、精一杯頑張りましょう。 

令和元年度「男女共同参画社会づくり標語コンクール」入賞 

11 月 27 日（水）表彰式が行われました。 

入賞、おめでとうございます。 

6 年 2 組 関口愛花さん  

「それぞれの 個性をみとめ 明るい未来」 

第 4回 学校図書館展 12/3月～12/26木 

まちライブラリー＠千歳ﾀｳﾝﾌﾟﾗｻﾞ  

 学校図書館の概要、読書活動の様子、学校長の

インタビューなどが、上記期間中掲示されていま

す。お時間の許すとき、千歳ﾀｳﾝﾌﾟﾗｻﾞにぜひ足を

お運びください。 

冬季休業中 学校閉庁日 12/29～1/3 ・ 1/6 

 後日、市教委より文書配付の予定ですが、事前に皆様に

お知らせいたします。「学校閉庁日」をこの冬も設定して

います。教員が健康でいきいきと子どもと向き合い勤務す

ることで、学校教育の質を高める取組です。 

ご理解ご協力をお願いします。 


